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   We report  0. case of renal cell carcinoma in a 6-year-old girl. The child had the chief com-

plaints of gross hematuria and abdominal pain. An examination using ultrasound, computerized 
tomography scans and angiography showed a left renal tumor. Left side radical nephrectomy with 
lymphadenectomy was performed. Histopathological examination revealed renal cell carcinoma of 
clear cell type with metastasis to the hilar lymph node. She received postoperative therapy with 
interferon. Now, 3 years since the operation, she is living without evident recurrence. 

   We reviewed 89 Japanese cases of renal cell carcinoma in children including this case and 
have discussed symptoms, differential diagnosis and treatments. 

                                               (Acta Urol. Jpn. 38: 1055-1058, 1992) 
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緒 言

小児期の腎悪性腫瘍はWi正ms腫 瘍が大部分を占め,

腎細胞癌は比較的稀である.わ れわれは最近,6歳 女

児に発生 した腎細胞癌 の1例 を経験 したので若干の文

献的考察を加えて報告す る.

症 例

患者:6歳2ヵ 月,女 児

主訴:肉 眼的血尿

既往歴 ・家族歴:特 記すべき ことな し

現病歴:1988年12月ll日,腹 痛 お よび 肉眼的血尿出

現 したため,当 科 受診.超 音波検査にて左腎腫瘍が疑

われ,精 査加療 を 目的 に即 日入院 とな った。

入院時現症:身 長108cm,体 重19kg,血 圧104/

60mmHg.胸 部理 学 的 所 見 に異 常 な し.腹 部 は や や

膨 隆 し硬 で,左 側 に 手 拳 大 の腫 瘤 を触 知 す るも,圧 痛

は 認 め ず.表 在 リ ソパ 節 の腫 大 はみ られ な か った.

入 院 時 検査 所 見:末 梢 血;WBC6,500/mm3,RBC

427×10/mm3,Hb11.49/dl,Ht34.9%,Plt343×

103/mm3・ 血液 生 化 学;TP7.Og/dl,GOT281U/L,

GPT301u/L,LDH5061u/L,BUN15.7mg/d且,

CrO.5mg/dl,Na142mEq/L,K4.2mEq/L,Cl

IO2mEq/L,Ca9.2mg/dl.腫 瘍 マ ー カ ー;AFP<

2.5ng/ml,CEA<o.5ng/m1,Ferritin51.2ng/ml,

sCC抗 原 くLong/ml,β2-MG1.6ptg/ml.検 尿;蛋

白(3十),WBC(一),RBC(3十).

画 像検 査:排 泄 性 腎 孟 造影 上,左 腎 孟 ・腎 杯 の上 方

へ の偏 位 を認 め,下 半 部 に腫 瘍 の存 在 を疑 わ せ た.腹

部CTscanで は 左 腎下 半 部 に直 径 約4cmのlow
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densityを 呈する腫瘍性病変を認 めた(Fig.1)・ 血管

造影 では,CTに てみ られた腫瘍部に一致 して,著 明

な血管増生 およびtumorstainが 見 られ た(Fig.

2).胸 部 レ線,頭 部CT,骨 シソチ上,異 常は認め ら

れなかった.以 上の結果 より,左 腎悪性腫瘍が強 く疑

われ,同 年12月22日 手術を施行 した.

手術所見 ・全身麻 酔下,左 肋骨弓下切開 にて経腹膜

的に左腎に到達 した.腎 下極に弾性硬 の腫瘤を触知 し

また 左腎 動脈 分岐 部に腫 大 した リンパ節 を触 れた.

Gerota筋 膜内を一 塊と して左腎を摘 出 したのち,リ

ンパ節 郭清術を行い,手 術を終了 した.

摘 出標本=腎 下極 に正常腎実質 と境界明瞭な,大 き

さ5×4×4cmの 腫瘍を認めた.腫 瘍内部は出血性壊

死に陥 り,の う胞化 した部分 もみ られた(Fig.3).

病理組織所見:一 部 に不完全な腺腔構造がみ られ る

が,大 部分で充実性 の小胞巣が認 められた.腫 瘍細胞

は大型で異型性 が強 く,明 るい豊富な胞体 を有 してお

り,alveolartype,clearcellsubtaypeのrenalcelI
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carcinomaと の診断が えられた(Fig.4).腎 動脈お

よび大動脈周囲 リンパ節 も同様 の組織像 を呈 してお り,

転 移巣 と診 断 した.な お,い ずれ の組 織に もblas'

tomaを 疑わせ る幼若な細胞は認め られ なか った.

術後経過:術 後50日 目よ り,2ヵ 月間,天 然型 α一

イ ンターフ ェロン150万 単位を週5回 筋注 し,3ヵ 月

目よ り同量を週3回 筋注,そ の後,維 持療法 と して同

量週2回 投与を継続 し,術 後3年 を経過 した現在,週

1回 の投与にて外来で経過観察中であるが再発の徴候

を認めていない.

考 察

Castellanosら1)の 報告 に よる と,小 児 期 に お け る



中山,ほ か ・小児腎細胞癌

腎悪性腫瘍の95%以 上 はWilms腫 瘍であ り,15歳 以

下とされ る小児期 に発生す る腎細胞癌は比較的稀 とさ

れている,本 邦 では,渡 辺 ら2)が36例 を,青 山ら3)が

50例 を,そ して1989年,高 井 ら4)が,84例 を集計報告

しているが,今 回われわれは 自験例 も含めて検索可能

であった小児腎細胞癌本邦 報告例89例2-22)を集計 した.

記載 のあった88例 の発症年齢は,生 後3カ 月か ら15歳

まで,ほ ぼ平均 して各年齢に分布 してお り(Fig・5),
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一選 択 とした.な お,Wilms腫 瘍 患児の約15%に 無

虹彩症,半 身肥大,泌 尿生殖器 の奇形な どの先天的異

常が合併 し,こ れ らはいずれ も染色体11番 の短腕欠損

に関連 してい る26)と考え られて いる.

本邦 での最近10年 間の症 例についての治療法 の主体

は外科 的療法 であ り,補 助療法 として放射線療法19)や

多剤併用の化学療法12・13・18)が施行 されてい るが,両

者の治療効果 については,症例数が少な く,結論を導 き

出すには至 っていない.近 年,成 人腎細 胞癌に対 して

イ ソター フェロンの有効性 が報告27・28)されてお り,小

児例では 自験例を含 め,現 在まで5例4・12・20・21)に投与

されてい る.イ ンターフェロン療法については作用機

序,投 与方法な ど未解決な部分があ り,小 児例へ の投

与については特に今後の検討が必要 とされる ところで

ある.自 験例では,所 属 リンパ節転移を有 していたに

もかかわ らず,術 後3年 を経過 した現在 も,転 移お よ

び再発所見をみ とめず 良好に経過 してお り,副 作凧

Qualityoflifeの 面か らも,イ ソターフェロン療法

は選択 され るべ き治療法 の1つ であると考えている.

小 児腎細胞癌は頻度が少 ないため,現 時点では成人例

に準 じた治療を行わざるを えないのが現状であ り,今

後,症 例の蓄積に よ り診断 治療方針等 の確立 が望 ま

れ る.

このうち3歳 未満は15例(17.O%)で,75%を3歳 未

満で占めるWilms腫 瘍22)と は異 なる点が特徴であ

る.し か し,自 験 例 を含む10歳 以下の症 例が52例

(59.1%)と 過半数を占めることか ら,学 童期発症 の

腎腫瘍においては,本 疾患 の可能性 も考慮すべ きであ

ると考 える。性別では,成 人発症型 で明らかに男性が

多いのに対 して,小 児型では男児46例,女 児42例 と男

女差を認めなかった.患 側は右43例,左40例,両 側1

例で左右差はみられ なか った.臨 床症状 として,腎 細

胞癌の古典 的三主徴 とされ る腹 部腫瘤,血 尿,腹 痛の

出現頻度は,そ れ ぞれ55.3%,50.6%,18。8%で,こ

の うち三主徴すべて認めたのは6.7%で あった.

小児腎悪性腫瘍の うち,腎 細 胞癌 とWilms腫 瘍 と

の鑑別は困難であ るとされ ている.血 管造影上,Wil-

ms腫 瘍は,腎 細胞癌に比較 して血管成分に乏 しく,

腫瘍血管はcreepingvein,spagettipatternな どと

称され る多様なvascularity23-25)を 呈す るのが特徴

的であるが,最 終的には病理組織学 的検索 を必要 とす

る.自 験例においては,術 前,成 人型腎細胞癌 とほぼ

同様の血管造影所見を呈 し,本 疾患 を強 く疑わせた も

のの,Wilms腫 瘍 も完全には否定 し切れず,診 断確

定ならびに治療 方針を決定す る上 で,外 科的療法 を第

結 語

われわれは,6歳2ヵ 月女児に発生 した腎細胞癌の

1例 を経験 したので,こ れを報告 した.あ わせ て,自

験例 を含めた本邦 報告例89例 を集計 しえたので若 干の

考察 を加えた,

なお本論文の要旨は第137回 日本泌尿器科学会関西地方会

において発表した.
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